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 第 26回日本植生史学会大会のご案内（最終報）  
 第26回日本植生史学会大会を下記の日程で開催します。口頭発表の申し込み件数が予定よりも多かったため，
11 月 6 日の開始・終了時刻が変更されました。また，大会申込み締め切りを 10 月 18 日まで延長しました。 
 
◆日時 
 11 月 5 日（土） 午前：幹事会，評議員会，長勝寺半解体修理現場見学会 
 午後：公開シンポジウム，論文賞・学会賞授与式および受賞記念講演，懇親会 
 11 月 6 日（日） 午前・午後：一般研究発表（口頭・ポスター），総会 
◆会場 弘前大学創立 50 周年記念会館（青森県弘前市文京町 1 番地 弘前大学文京町地区内）※託児コーナー

有（無料，下記参照） 
◆主催 日本植生史学会・弘前大学人文学部附属亀ヶ岡文化研究センター 
◆後援 青森県立郷土館，弘前大学 
◆大会実行委員 関根達人（委員長），上條信彦，杉野森淳子，伊藤由美子，根岸 洋，片岡太郎，清水 香，     

能城修一，佐々木由香，近藤 敏 
◆費用（当日，受付にてお支払ください） 
 参加費： 一般会員・非会員：3000 円 学生会員：1000 円（要旨集代を含む） 
 懇親会費：一般会員・非会員：5000 円 学生会員：3000 円 
◆大会チラシ 学会Webサイト（http://www.hisbot.jp/）からダウンロードできます。掲示，配布のご協力を

お願いします。 
◆ 宿泊 土手町および弘前駅周辺に宿泊施設は多数ありますので，各自手配をお願いします。なお，懇親会会

場は弘前パークホテル（青森県弘前市土手町 126）ですが，４・５日両日とも満室です。 
◆ 交通案内 
 ■ＪＲ弘前駅・弘前バスターミナルからのアクセス 

徒歩：約15分，バス：約10分 ３番のりば小栗山線「弘前大学前」下車，タクシー：約５分 約780円 
 ■ＪＲ弘前駅までのアクセス 

JR新青森駅から：約40分，青森空港から：空港連絡バス 約１時間（青森空港-弘前駅間1000円），高速バ
ス：盛岡・仙台・東京品川・横浜・上野から 

■ 車 
５日（土）･６日（日）のみ学内駐車場が利用できます。正門入って右側の駐車場のみ開放されます。ただ
し，台数が限定されますので，できるだけ公共交通機関をご利用下さい。 
〈参照：弘前大学ホームページ〉http://www.hirosaki-u.ac.jp/access/access.html 

 
◆大会プログラム 
○11月5日（土） 
 9：00～10：30 幹事会（人文学部会議室），11：00～12：30 評議員会（人文学部会議室） 
12：00～ 受付 
13：00～17：00 公開シンポジウム 

日本植生史学会ニュースレター 
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ニュースレターは現在メーリングリストによるメールで配信していますが，大会プログラムのみ郵送しています。 

メーリングリストへの登録が済んでいない方は学会事務局 hisbot@univcoop.or.jp までメールアドレスをお知らせ下さい。 
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 テーマ「ヒバ，五千年の歴史と文化」（オーガナイザー：鈴木三男（東北大学植物園）） 
 趣旨：ヒノキアスナロ（通称：ヒバ）は，青森に多く生育しており，木材資源として多岐にわたり利用されて
いる。これまでの発掘調査から，古代以降ヒバ材が多用されていることがわかっている。さらに近年の調査では，
青森県においてヒバの利用は縄文時代に遡ることや，古代では一遺跡から出土した木製品の樹種の大半をヒバで
占める事例が確認されている。このような調査事例を基に，人とヒバの関わりについて，考古学・歴史学・年輪
年代学・民俗学の立場から論ずる。 
13：00～13：15 趣旨説明 鈴木三男（東北大学植物園） 
13：15～13：50 話題１ 近現代のヒバ製民具－下北地方の例が示唆するもの－ 名久井文明（物質文化研究

所一芦舎） 
13：50～14：25 話題２ 東北地方を中心にみたアスナロの木材利用史 能城修一（森林総合研究所） 
14：25～14：35 休憩 
14：35～15：10 話題３ 近世津軽の植生と森林利用 長谷川成一（弘前大学） 
15：10～15：45 話題４ 青森のヒバの歴史を年輪に読む 箱崎真隆（東北大学） 
15：45～15：55 休憩 
15：55～16：55 パネルディスカッション 
17：00～18：00 論文賞・学会賞授与および受賞記念講演 
18：30～20：30 懇親会 
 
○11月6日（日） 
 8：30～ 受付 

口頭発表 A「生態，古生態，環境変動」 座長：大井信夫 
 8：45～ 9：00 O-1 若山雄之介*・松本みどり・成瀬 元（千葉大院）・山川千代美（琵琶湖博）：古琵琶湖

層群産化石ヒシ属の水理的挙動に関する研究 
 9：00～ 9：15 O-2 守田益宗（岡山理大）*・佐々木優太（東京大）・須貝俊彦（東京大）・大野裕記（四国

電力）・西坂直樹（四国電力）・池田倫治（四国総研）・柳田 誠（阪神コンサルタンツ）：愛媛県宇和
盆地堆積物の過去約 45 万年間の花粉分析（予報） 

 9：15～ 9：30 O-3 Junwu Shu (Nanjing Institute of Geology and Paleontology, Chinese Academy of 
Sciences)： Pollen-inferred vegetation changes and climate variability with reference to fire regime 
since the last deglacial within Aso Caldera, central Kyushu, SW Japan： a new contribution 

 9：30～ 9：45 O-4 渡辺正巳（文化財調査コンサルタント）*・小倉徹也（大阪市博物館協会大阪文化財）：
河内平野南部の完新統花粉層序と植生変遷 

 9：45～10：00 O-5 安 昭炫（東京大）：縄文時代中・後期の植生史̶日本海側の平野部を中心に起こった
植生変化に注目して̶ 

10：00～10：05 休憩 

口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：南木睦彦 
10：05～10：20 O-6 辻 誠一郎（東京大）：集落生態系史研究の意義：縄文の三内丸山・弥生の青谷上寺地

集落生態系史を事例として 
10：20～10：35 O-7 吉川昌伸（古代の森研究舎）*・荒川隆史（新潟県教育庁）：沖積低地にある新潟県青

田遺跡の縄文時代晩期のクリ林 
10：35～10：50 O-8 那須浩郎（総合研究大）：縄文晩期－弥生前期移行期の水田遺構を伴わない稲作とアワ

作の栽培環境 
10：50～11：05 O-9 中沢道彦*（長野県農政部）・濱田竜彦（鳥取県教育文化財団）・佐々木由香（パレオ・

ラボ）・木田 真（智頭町教委）：レプリカ法による鳥取県智頭枕田遺跡出土土器の種実圧痕の調査 
11：05～11：20 O-10 小畑弘己（熊本大）*・河 仁秀（韓国福泉洞博）・真邉 彩（熊本大・鹿児島大）：

東三洞貝塚発見の韓国最古のキビ圧痕 
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11：20～12：30 総会・昼食 

12：30～14：00 ポスター発表 
P-1 江口誠一（千葉中央博）*・岡田直紀（京都大）・Somkid Siripatanadilok・Teera Veenin（カセサート大）：

タイ各地域における熱帯季節林下の植物珪酸体群 
P-2 清永丈太（東京都環境局）：日本産コナラ属の花粉粒生産量 
P-3 小椋純一（京都精華大）：出雲北山東部における微粒炭分析 
P-4 大井信夫（ＯＮＰ研究所）：日本列島における最終氷期以降の花粉群変遷 
P-5 杉浦真琴（名古屋大）*・百原 新（千葉大）・島 道生・村上 将・三宅 尚（高知大）・赤崎広志・松

田清孝（宮崎県総合博）：宮崎県都城市四家の草本が卓越する姶良 Tn テフラ直下の植物化石群 
P-6 池田重人*・大丸裕武（森林総研）：八幡平赤川湿原周辺における約 1万年間の植生変遷 
P-7 松本優衣*・辻 誠一郎（東京大）：約 6000 年前の十和田火山巨大噴火による植生と人社会の変化 
P-8 辻 誠一郎*・安 昭炫・一木絵理（東京大）・村田泰輔（鳥取県埋文センター）：日本海に面した弥生時

代青谷上寺地集落生態系史 
P-9 小林和貴*・鈴木三男（東北大植物園）・能城修一（森林総研）・工藤雄一郎（国立歴史民俗博）・鯵本眞友

美（福井県立若狭歴史民俗資料館）・網谷克彦（敦賀短期大）：鳥浜貝塚遺跡から出土したウルシ材の年代 
P-10 法井光輝*・木村勝彦（福島大）・鹿取 渉（佐渡市世界遺産推進課）：新潟県佐渡出土木材を用いた年輪

年代学的研究 
P-11 黒沼保子*・藤根 久・パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ（パレオ・ラボ）・柏崎市教委：軽井川南遺

跡群出土木炭窯における木炭のウィグルマッチング年代と樹種構成（2） 
P-12 片岡太郎*・上條信彦（弘前大）：不備無遺跡出土炭化材からみた縄文時代後期・晩期の下北半島陸奥湾地

域の森林資源 
P-13 清水 香（弘前大）：擦文・アイヌ文化期における出土木製品の産地推定に向けて̶製品組成と用材の変

遷：青森県との比較̶ 
P-14 鈴木伸哉（首都大東京）*・能城修一（森林総研）：東京都内の近世遺跡から出土した木製品に見られる南

洋材の利用 
P-15 佐藤征弥（徳島大・ソシオ・アーツ&サイエンス）：『大日本老樹名木誌』と『朝鮮巨樹老樹名木誌』に基

づく日本と朝鮮半島の植樹の伝説の比較 
P-16 吉川純子（古代の森研究舎）*・荒川隆史（新潟県教育庁）・木村勝彦（福島大）：縄文時代の森林利用解

明のためのクリ果実調査 
P-17 荒川隆史（新潟県教育庁）：堅果類の保存実験から見た新潟県青田遺跡の縄文時代晩期の貯蔵穴について 
P-18 遠藤英子（首都大東京）：愛知県豊川下流域における縄文時代晩期後半の雑穀 
P-19 中村直子*・寒川朋枝（鹿児島大）・真邉 彩（熊本大）・大西智和・福井俊彦（鹿児島国際大）・桒畑光博

（都城市教委）：宮崎県都城市縄文時代晩期土器の圧痕調査からみた食用植物 
P-20 真邉 彩（熊本大・鹿児島大）*・小畑弘己（熊本大）：X線 CT 法による潜在圧痕の検出 
P-21 初宿成彦（大阪市立自然史博）：トウヒ属樹上に形成されるカサアブラムシ虫こぶの植生史研究への応用 

口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：百原 新 
14：00～14：15 O-11 山田昌久（首都大東京）：縄文集落の居住地整備・植物育成にかかる除草・掘削力の

数値化 
14：15～14：30 O-12 能城修一（森林総研）*・佐々木由香（パレオ・ラボ）・鈴木三男（東北大植物園）・

村上由美子（京都大総合博）：弥生時代から古墳時代の関東平野におけるイチイガシ資源利用 
14：30～14：45 O-13 小林克也（パレオ・ラボ）：古代窯業における燃料材選択と森林利用について̶山形

県高安窯跡群の例̶ 
14：45～15：00  O-14  Sudarshan Bhandari*, Yuka Sasaki (Paleo Labo Co., Ltd.), and Hiroo Itou 

(Kashiwa-zaki City Education Board) ： Utilization of plant resources in mountain castle in the 
Middle Age 
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口頭発表 B「人と植物の関係史」，C「分類・系統，生物地理」 座長：山本直人 
15：05～15：20 O-15 渋谷綾子（広島大総合博）：石川県中屋サワ遺跡の縄文土器付着炭化物から検出した

残存デンプン粒 
15：20～15：35 O-16 上條信彦（弘前大）*・孫晙鎬（高麗大考古環境研）：残存デンプン分析からみた韓国

青銅器時代前期の磨盤・磨棒 
15：35～15：50 O-17 鈴木三男*・小林和貴（東北大植物園）：青森県三内丸山遺跡から出土した小型編組製

品，いわゆる「縄文ポシェット」および富山県小矢部市桜町遺跡出土縄製品の素材植物 
15：50～16：05 O-18 田中克典*・上條信彦・石川隆二（弘前大）：青森県で出土した炭化米における形態及

び DNA分析と県下で栽培されていたイネ 
16：05～16：20 O-19 木村勝彦（福島大）*・水澤幸一（胎内市生涯学習課）：ケヤキ材を用いた年輪年代 

◆口頭発表の方法 
 時間は発表 12 分，質疑応答 3分，会場備えつけの設備（Windows, Mac 各１台）を使用した液晶プロジェク
ターによる発表とします。ソフトは，Windows の場合Microsoft Office PowerPoint 2011 まで対応，Mac の
場合Microsoft Office PowerPoint 2011 まで対応しています。ファイルは，USB メモリに保存してご持参下さ
い。データの受付は，会場（担当 片岡）でおこないます。6 日午前の発表者（O-1 から O-10）は 6 日の 8 時
40 分まで，午後の発表者（O-11 から O-19）は 13 時 55 分までに提出して下さい。 

◆ポスター発表の方法 
 ポスターボードは幅 120cm，高さ 170cm です。ポスターの掲示は，5 日 12 時から 6 日 16 時 30 分まで可
能です。なお，6日 16 時 30 分を過ぎても掲示されている場合は，大会事務局で処分します。 

◆申込方法・締め切り 
 申し込み方法は次の事項をメールで taikai26@hisbot.jp 第 26 回大会実行委員会までご連絡下さい。メール
のタイトルは「第 26 回大会申込み」として下さい。コンベンション助成への申請の都合上，弘前パークホテル
以外にご宿泊の方は宿泊先ホテル名をご連絡下さい。①氏名・所属，②連絡先（住所，電話番号，E-mail），③
会員種別（一般会員／学生会員／非会員），④懇親会の参加／不参加，⑤６日昼食の弁当の要/不要，⑥宿泊先ホ
テル名。大会参加・懇親会・長勝寺見学会参加の締め切りは 10 月 18 日（火）必着です。郵送による申し込み
は，〒036-8560 弘前市文京町 1番地 弘前大学人文学部内 上條信彦宛でお願いします。 

◆託児コーナーの設置 
 本大会では，弘前大学男女共同参画推進室の支援により託児コーナー（無料・3ヶ月～小学生）を設置してい
ます。必要な方は，お子様の人数・年齢・託児時間を taikai26@hisbot.jp 第 26 回大会実行委員会へ 10 月 18
日（火）までにお知らせ下さい。なお詳細は申込者へ直接連絡します。 

◆大会に関する連絡・お問い合わせ等 taikai26@hisbot.jp 第 26 回大会実行委員会までお願いします。 

◆第7期日本植生史学会役員（任期：2009年10月1日～2012年度大会） 
 会 長：南木睦彦 
 評議員：植村和彦，鈴木三男，高原 光，松下まり子，百原 新 
 幹 事：西田治文（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外） 
 編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長） 
 行事委員会：近藤 敏（委員長），藤井理恵（副委員長） 
 会計監査：江口誠一 
事務局： 
●連絡・問合せ 庶務幹事 那須浩郎 〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）総合研究大学院大学学融合推
進センター TEL：046-858-1598 FAX：046-858-1544 庶務：hbmain@hisbot.jp 会誌投稿：hbjournal@hisbot.jp 

●NL編集，ホームページ・企業広告問合せ 広報・渉外幹事 佐々木由香 広報・渉外：hbnews@hisbot.jp 
●入会・異動・退会の申し込み，バックナンバーの購入，メーリングリストアドレスの登録・変更，NL発行 
 〒166-8532 東京都杉並区和田3-30-22 大学生協学会支援センター内 日本植生史学会事務局 
 Tel：03-5307-1175 Fax：03-5307-1196 Mail：hisbot@univcoop.or.jp  
● 学会ホームページ http://www.hisbot.jp/ 


